
小学校低学年の学年全員に
くつやスリッパをそろえて
くつばこに入れる行動を教える。

クラスワイド（学年単位）の
ポジティブな行動支援 実践研究報告



学年の実態

• 自分のことは自分でしようという指導を入学
当初から繰り返し行ってきている。

• その結果，自分のことは自分でするルール
は定着しつつある。

• 現時点でくつばこのくつをそろえようとしてい
る児童は少ない。

• くつばこが隣に位置する高学年が整然とそ
ろえて入れていても，それを見ている児童
はほとんどいない。



「児童にとって，他の児童の行動を手がか
りにしやすく，くつがそろっているのを見るこ
とで，気持ちよさを感じることができる」

１年団の教員の考え

「１年生に，かもっこスマイルプロジェクトの
取組に興味を持ってもらうためにもやって
みよう」



くつをそろえてくつばこに入れる行動
は，手続きが簡単で毎日繰り返し行う
ことです。指導や記録が簡単にできる
ので，目標達成が見込みやすいです
ね。

結果が行動にフィードバックされやす
いので，１年生の目標にぴったりです
ね。

校内リーダーとの話し合い



取組の中で，児童の行動を褒めたり認めた
りすることで教員と児童の信頼関係を太く
するためにもいい目標ですね。

【指導目標】

「くつばこのくつをそろえる」
ことができる



指導前：ベースラインを記録する

• ５日間，支援員が朝の活動をしている際
に，くつばこのくつがそろっているかど
うかを児童名簿に記録した。

評価の基準をそろえる
ために，職員室の掲示
板に貼りだして
教員の基準を統一した。



「具体的目標の実施計画表」を学年団と校内
リーダーで検討，作成した。

教示

ポイント！
児童にわかりやすく

見てわかるように

合い言葉
「ぬいだらそろえる」



具体的目標の実施計画表



具体的目標の実施計画表



学年ワイドでの指導

朝の会・帰りの会で児童に教示
（くつをそろえる行動の意味を教える）

視覚的な手がかりの活用
＋

合い言葉
「ぬいだら，そろえる」

楽しく
取り組めるように！

平成２９年６月（取組初期）撮影



指導の結果
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指導の成果

ほぼ全員の児童が
くつばこにくつをそろえ
て入れることができるよ
うになった。

担任はこの機会を捉え，
折に触れて児童を称賛し
た。

平成２９年７月撮影



全校展開へ（かもっこスマイルプロジェクトの１つとして）

ほかの学年に対してくつ
をそろえることを学年全
員で呼びかけた。

全校集会が終わってから
少し時間をもらって，
「くつやトイレのスリッ
パをそろえましょう」と
呼びかけた。



指導の成果

ある学年では，全校集会の後に一気に行動
が定着した。



般化の様子

１２月に行われた校内マラソン大会では，
特に何も指導しなくても児童たちが自然と
くつをそろえていた。

平成２９年１２月撮影 平成３０年１月撮影



ここが成功のポイント

発達段階を考慮し，比較的誰で
もできる行動を標的としたこと。

学年ワイドで取り組んだことで
児童たち同士で声をかけあった
り，となりの児童のくつばこをモ
デルにしたりして，児童同士が
強化し合う仕掛けが作れたこ
と。

丁寧な記録と担任による即時
のフィードバック。


